
​戦略の達成状況に係る指標の決定​
​内容​

​当社は、DX戦略の実効性を客観的かつ継続的に評価するため、業務効率化・業務自動​
​化・顧客価値向上・組織能力向上の4領域においてKPIを設定している。これらの指標は、​
​DX推進委員会および実務執行総括責任者のもとで半期ごとに進捗を確認し、必要に応じて​
​改善施策を見直す仕組みを整備している。​
​主なKPIは以下のとおりである。​

​KPIの運用方法​
​これらの指標は、DX推進委員会により半期または年度末に評価され、結果は社内ポータ​

​ル等にて共有する。また、評価結果は翌年度の改善計画に反映し、継続的な業務改善とDX​
​推進の高度化を図る。​

​実務執行総括責任者は、KPIの達成状況を経営層へ報告し、必要に応じて戦略の見直し​
​を行うことで、DX推進の実効性を担保する。​


